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抄録 本研究では、廃止措置におけるジェネラティビティという次世代に伝えていく力に着目し、原子力施

設の職員を対象にフォーカスグループを実施した。結果として、後世への継承という視点では若手職員等と

ベテラン職員では考え方や捉え方に差異があることが明らかとなった。 

キーワード：廃止措置知識マネジメント, ジェネラティビティ, 知識マネジメント, 廃止措置, フォーカスグ

ループ 

 

1. 緒言 

原子力施設の廃止措置は、建設、運転時の知識が必要不可欠であるが、長期プロジェクトであり、職員の

世代交代が発生し、特に建設、運転時の知識の喪失が課題の一つとなっている。本研究では、こうした長期

プロジェクトにおける知識の保存、伝達、活用やさらには知識の創造など知識マネジメントに着目する。特

に、廃止措置の業務モチベーション等にも影響を与える一因として「ジェネラティビティ」[1] [2]という「新

しいものを生み出し、育て、次世代に伝えていく力」について廃止措置中の原子力施設の従事者（職員）を

対象に知識等の効率的な授受に向けて、過去の知識活用、過去と現在における知識継承の方法についても焦

点を当ててフォーカスグループを実施する。 

2. これまでの取組と今回の研究結果 

これまでの研究では、ジェネラティビティに影響を与える原子力発電所の運転から廃止措置へと大きな事

業変化（または転換）を経験している新型転換炉原型炉ふげんの職員を対象に悉皆調査、追加でベテラン職

員へ廃止措置における運転時代の知識の活用についてフォーカスグループを実施した。この時の結果は、廃

止措置業務でも能動的に知識を習得し、運転時の知識・経験を現在の廃止措置に活用していることを明らか

にしている。他にも廃止措置業務に準じた新たな高次の目的意識の形成が調査から示唆されている[3]。 

今回の研究では、ジェネラティビティ得点の高い職員を対象とし、主として廃止措置以後に入社した若手

職員等に調査を実施した。結果として、運転時代の知識等については、それらをどのように後世に継承させ

ていくかという視点についてはそれほど考慮していない場合もあることが分かった。理由として、保存・継

承すべき対象というよりは、業務上必要とする参照情報の一つとして捉えていること、解体という特性上、

繰り返し利用するものではなく、一度利用すれば次は不要になる点などが影響していると考えられる。 
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